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５か国７地域・流域の水資源管理能力向上を支援。

アフリカ
アジア中近東

中南米

SDGsモニタリング
統合水資源管理スコア

（0～100点）

ボリビア

• コチャバンバ県ロチャ川
流域の統合水資源管理

• 全国の地下水管理

キューバ

• アルテミサ県、マヤベケ
県、ハバナ県の4流域に
おける地下水等の統合
水資源管理
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• 中央政府の統合水資源
管理能力の強化

• 北コルドファン州バラ
帯水層地域の地下水管理

インドネシア

• ジャカルタの地盤沈下
対策

フィリピン

• 中央政府の統合水資源管理
能力の強化

• カガヤン流域、パンパンガ
流域の統合水資源管理



取り組み事例CASES

「実践的統合水資源管理」の概念を探求し、

世界に向けて発信1
地域・流域の人々が直面する問題の解決のために、「統合水資源管理」の考え方を踏まえた社会的合意形成をどのように促進して

いけばよいか、JICAは実践に基づくナレッジを世界に向けて発信しています。
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実践的な統合水資源管理のあり方に関する英文論文を執筆し、
International Journal of Water Resources Developmentに
掲載 ＜リンク）。

日本の水資源管理の経験と教訓をまとめた教材
（和文・英文のテキストと英文パワーポイント）を作成。

英文版 ＜リンク＞ 和文版 ＜リンク＞

https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/07900627.2021.1921709
https://www.jica.go.jp/Resource/english/our_work/thematic_issues/water/materials_02.html
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/water/water_resources_exp.html


CASES

統合水資源管理で、

インドネシアの首都ジャカルタの地盤沈下を止める2
ジャカルタは、地下水の過剰な揚水に

よって急速な地盤沈下が進行しており、高

潮や浸水の被害が深刻化しています。

JICAは、地盤沈下の進行を止め、既に

生じている影響への適応策を推進するため、

中央政府とジャカルタ特別州政府の幅広い

関係機関を網羅した実施体制を整え、地盤

沈下観測井の建設などのデータ収集体制の

整備、人工衛星のデータを用いた高精度な

広域地盤沈下解析、浸水リスクや社会的コ

ストの評価、住民や地下水利用者の意識調

査と啓発、地下水揚水規制や地下水に代わ

る水源確保に向けた提言、地盤沈下対策委

員会の設立、アクションプランの策定など、

包括的な支援を行いました。
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取り組み事例

日本の人工衛星ALOSのデータを用いて、
高精度な広域地盤沈下解析を実施

自治体等幅広い関係者との合意形成を
目指したワークショップ

ジャカルタの中心部を守る排水機場
（無償資金協力）地盤沈下により海に沈んだモスク



CASES

キューバの持続的な地下水利用を支える

流域委員会と広域水資源管理の強化3
キューバの首都があるハバナ県と隣接するアル

テミサ県、マヤベケ県では、4つの流域から大量

の地下水を揚水しており、首都ハバナの生活用水

の約95％、これらの地域の農業用水の約80％が

地下水を水源としています。その結果、地下水位

の低下や塩水化などの問題が生じているほか、多

量のエネルギーを消費して他流域からの導水も行

われており、各流域の持続的な地下水の管理や、

4つの流域全体にまたがる広域での効率的な水資

源の利用が課題となっています。

JICAは、水資源庁と農業省、流域委員会が統

合水資源管理を推進するための能力の向上を支援

しており、水資源や水利用のモニタリングの強化、

流域委員会の機能化、水資源庁と農業省の連携の

強化、広域水資源管理計画の策定などに取り組ん

でいます。
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取り組み事例

非効率な農業用の地下水利用

地下水位のモニタリング 流域委員会の会合
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